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丨

,

我H
場
法
は
旣
に
明
治
四
十
四
年
に|

せ
ら
れ
其
： 

實
账
期
未
だ
楚/ /

>

な
ら
^
と
雛
$
、
新
間
紙
の
傳
ふ
る 

如
く
ん
ば
大
IH
四
年
度
に
あ
る
 

'が
如

し

、

さ
れ
ぼ
幼
#
 

年
者
は
遠
/;
>
ら
ず
十
ニ
歲
に
達
す
る
迄
«
エ
場
に
於
て 

勞
働
す
み
事
能
は
次
る
に
至
る
、
玆
に
於
て
か
吾
人
は 

夜
と
な
く
#

と
な
く
將
'f
o
年

齢

の

如

何

を

問

は

^

、

或 

は
新
聞
寶
子
と
し
て
或
は
行
商
と
し

V

離@

多
き
市
中 

に
於V

勞
»

し
つ

\

あ
る
'^
少
年
者
を
^
等
し
く
工
場 

法
の
如
き
法
#

に
上
ろ
て
保
護
也
ら
れ
ん
と
を
切
望
す 

る
な
6

0
而
し
ズ
呼
寶
の
如
き
は
勞
働
に
堪
へ
次
る
老 

苹

者

を

し

て

之

れ

に

當

杧

ら
し

，： }4

ば
、

一
方
に
於
に 

は
幼
少
年
者
を
救
濟
し.他
方
に
龙
C
は
.老

年

者

に

職

を
 

與
ふ
み
事
と
な
6
、

一
 

擧
兩
樣
の
目
的
を
達
し
得
る̂
 

利
あ
‘
、
且
街
上
の
勞
働
は
前
途
發
展
の
蘧
な
く
叉
箸 

し
く
心
身
の
發
達
を
阻
害
す
る
名
の
な
れ
ば
、
只
に
エ 

場
鑛
山
等
に
於
け
る
幼
少
年
者‘の
保
護
'の
み
を
勉
め
、

' 

街

上

，
に

勞

働

す

る

輩

を

.度
外
視
す
る
於
如
き
は
誠
に
，
 

心
得
離
き
處
な
6
、
左
.れ
«
英
國
の
如
皂
は
1
九
〇
ニ 

年 U

 
幼
年
者
.使
役
法(

T
h
e
E

s-p
l
o
y
m
e
n
t

 of Chi
l
d
r
e
n

. 

' 

’

1
1

四
.

,
Ac
t
)

な

V

十

f

歲
以
下&

兒
童
舣
新 

聞
鱗
寸
花
丼,

の
行
商
を
な
し
叉
は«

上
：に
啟
て
.囊
 

す
る
を
禁
甘6

、
蓋
し
新
聞
寶
子
の
如
き
は
日
々
增
加 

し
つ
、
ぁ
る
も
の
な
れ
ば
弊
害
沙
少
き
今
日
に
於
て
速 

に
是
舣
救
濟
策
を
講_

チ
可
き
？
の
に
し
<
盜
人
を
見
て 

繩
を_

分
か
姐
き
は
我
輩
の
採
ら̂'

る
所
な

/
V
O

I
!
1

I .

i

英

國

it
於

け

る

鐡

道

國
 

，

有

の

掛

益

を

論

ず

：
：

.
レ
.
.
1
フ
' H 

.ル

..
ド

.

本
篇
はEccnlic Journal

の
昨
-
^
•
九
月
號
に
載
せ
把
る
レ
氏
の 

■■
Aii
H
t文
.

Finance of .Railway Nationalization 

 ̂

Greut-Bl.ittiin 

.を 

-
.課
出
せ
る
名
の
に
し
て.现
時
我
國
に
於
て
燄
道
の
擴
張
が

1

大
II
I
J題 

把
ち
ん
と
す
る
の
際
多
少
の
參
考rc
资
す
る
こ
と
を#
ん
か
。

'
彼
の
有
名
な
る
鐵
道
通
ァ
グ
ゥ.チ
ー
X
厌
好
自
身
鐵 

道
國
有
に
反
對
な
る
に
？
拘
は
ち
ず
、
今
や
鐵
道H
有 

は
避
く
可&

ら
次
る
の
數
に
屬
す
と
論
卞
る
に
至6
し 

を
見
れ
ば
.、
菩
人
於
て
、:

に
鐵
道
國
«
ょ

ん

.
來

る

可

き
 

緒

果

を

諭

せ

ん

と

す

る

は

强

ち

無

用

の

事

に

？

非

'̂
る 

、可
し
。
鐵
道
國
有
は
數
億
磅
と
去
ふ
未
曾
有
の
一
大
取 

引
貪
惹
魈
す
可
き
名
の
に
し
て
、
か
く
の
如
き
大
取
引 

の
結
果
に
關
す
る
學
理
的
姘
究
は
其
功
果
甚
だ
多
ら
ず 

i
雛
そ
、
做
ほ
荀
苴
に
附
す
可
於
ら̂
る
な
6

.°
- 

鐵
道
國
有
《
擧
瓮
す
る
に
規
在
の
鐡
道
社
偾
及
槺
式 

を
國
偾
^
统
換
す
ふ
に
在
6
。
而
じy

元
双
#
®
の
普

通
栎
主
は
幾
分
會
社y

s

t

v支
酣
權
を
有
し
て
始
办 

.
て
會
社
と
浮
沈
を
共
に
す
る
名.の
故
、
若
し
鐵
道
财
國 

有
と
な
るu

於
て
は
、
鐵
道
0
普
通
株
は
全
部
政
府
に 

\

賈
ひ
上
げ
ら
れ
^
る
可
,
ら
梦
。
從
.ウ
て
現
今
の
鐡
道 

j

社
債
、
優
先
称
及
普
通
株
に
對
し
て
種
々
の
國
偾
を
發 

行
す
る
そ
要
せ
ず
し
て
、
單
に
同
一
種
類
の
公
債
を
發 

行
す
れ
ば
事
足
る
な6
。
而
し
て
吾
人
の
第
—
に
硏
究 

す
可
き
^

s
t
t此
公
債
の
總
發
行
額
の
多
寡
な
ゲi
す 

社
傭
英
國
鐵
道
會
社
社
債
は
現
在
頗
る
確
實
に
し 

V
、

假
令
政
府
舣
之
を
保
證
す
る
と
名
、
：此
等
社
債
の 

j

信
用
を
增
加
す
.る
こ
と
殆
ん
ど
不
可
能
な̂

可
し
。
故 

に
政
府
は
鐵
道
國
有
に
際
し
て
、
社
債
の
所
有
者
に
對 

|

し
て
は
少
く
名
現
在
の
利
廻
を
限
度
と
し
て
其
の
收
入 

を
保
證
せ
次
る
可
か'ら
少
。
配
當
保
證
附
の
株
に
就

V

 

云
ふ
$
亦
^
然

而

し

V
.

現
今
鐵
道
社
饋
及
酤
當
保 

I

證
株
の
全
額
面
高
は
四
億
七
千
萬
磅
に
し
て
、
其
の
中.
 

の
大
m
分
は
額
面
價
格
以
下
な
る

】

一
分
5£
厘
51
は
ー
.ー
一
分 

利
附
に
し
.て
、
高
率
に
し
て
且
:^
額
面
以
上
の
名
の
は. 

僅
»>
に
其
.の
へ
1
.部
に
過
宮
ず
0
.
:
^
れ

ば
«:
債

及

保

證

株



雜 

錄.

;

.

11
0

全
鄧
の
#
«は
11
於
に
約
.四
僚
萬
藤
に
し
てT
其
の
摩 

/

廻
は
年
S
分
八
厘
五
毛
郎
ち
一
千
五
百
四
ナ
胄
磅
な 

.
6。
是
れ
政
府
の
引
受
く
可
き
支
出
額
な6
iす
0

.

ノ
優
先
株
.
主
な
る
鐡
道
の
優
先
株
は
其
の
刺
廻
社
偾 

_ 

i略
同
匕
。
例
へ
ば
、
偸
敦
及
北
西
鐡
道
會
社
の
儍
先 

採
の利

.®

は 
一
二
分
八
厘
八
毛
に
相
當
し
、
.
犬

西

鐡

道

會 

社
§
同
株
の
利
«
は
三
分
九
厘
七
毛
に
當6
、
大
北
及 

中
部
鐵
道
會
祉
の
同
栎
の
利«
は
四
分
に
相
當
せ
6
0 

優
先
#,
の
.全
額
面
高
は
三
億
五
千
萬#
な
る
i

其
の 

市
價
は
三
傲
莴
碌
を
迦
え
ず
。
優
先
株
主
は
其
の
年
ヶ 

の
收
入
か
稍
減
少
す
る
名
從
來
所
有
せ
る
播
券
ょ-

CN15P 

高
き
市
惯
を
保
て
る
國
偾
の
交
附
を
受
く

，

る
名
の
な
6 

と
せ
ば
、或
は
之
に
反»
せ
^
る
^

知̂
る
'̂
;)
>
ら
梦
。 

故
に
#
主
'於
此
國
偾
交
附
を
以
.て
自
己
に
取
ろ
て
有
利 

な
る
交
換
と
思
ふ
や
否
や
は
姑
ら
く
措

s V
、

、
i
先
^

-

に
對
す
る
從
來
の
支
拂
額
約

1

千
六
十
萬
膀
は
減
匕
て 

.
或

は1

千
哲
萬
勝
と
な
る
に
至
る
可
し
。

.
普

通

株

.普
通
株
は
其
の
種
類
雜
多
な
れ
ば
栎
主
個 

個
に
對
し
て
國
债
を
资
附
す
る
ょ6

名
、.

各
#

1 :

に
#

■

1.1

六
.
.
'

b
'-c
鐡
道
.公
偾
.

S./I 

{疋
樹
を
分
ち
與
へ
、
更
に
谷
會
社 

を
じ
ズ
其
の
栎
主
1C
,適
®
之
を
分
配
せ
し
む
る
を
可
と 

す

。

：

而

し

て

各

其

の

：
鐡

道

公

債

の

全

額

面

'の

算

定

は

通 

常
過
去
數
年
間
の
牟
均
利
溝
を
以
て
德
準
と
な
す
を
可 

i
す
可
き
か
：。
例
へ
ば
一
九

一

〇
年
に
於
け
る
鐡
道
普 

«
株
額
面
.四
僚
九
千
二
百
萬
磅
に
對
す
る
酿
當
率
は
、 

社
偾
鸽
に
優
先
株
に
對
す
る
刺
子
又
は
酣
當
を
控
除
し 

杧
る
後
尙
ほ
三
分
四
厘
八
毛
卽ち

.

一
千
七
百
十
萬
勝
に 

達
し
^
ろ
き
。
然
ら
ば
此
の
平
均
利
潤
に
對
し
て
幾 

箇
年
を
乘
ビ
以
て
.其
の

僙

格

を

評

量

す

ベ

，
き

や

。

绳 

今
最
ぢ
主
喪
な
る
鐵
道
普
通
株
は
五
步
の
利
廻
を
生
匕 

從
フ
て
其
利
廻
にiT

十
箇
年
を
乘
b
以
て
其
の
價
格
ど 

評
定
す
る
乙
i
を
得
る
譯
と
な
る
。
然
れ
共
此
の
中
に 

は
南
東
鐵
道
の
後
週
株
及a中
央
鐡
道
の
普
«
#の
如 

き
-、
漸
次
良
好
の.會
針
狀
態
に
向
び
つ
、
あ
る
名
の
を 

合
ま
ぎ
る
な
6
。
.而
し
て
政
府
は
現
塒
に
於
け
る
會
社 

.
の

酣

當

と

同

脖

に

將

來

の

發

達

を

名

者

慮

の

中

に

入

れ 

て
買
收
す
可
き
：名
の
な
る
を
以
：て
、
若
し
不
發
平
の
處 

置
を
.避
け
ん
i
猶
せ
ば
、
買
收
價
格
は
利
®
の
一
不
二

爾

! •

|

!

j

% , 
\
丨

論
な
6
。
今
二
三
の主

？？p

な
る
公
僙
の
利
廻
を
見
る
に 

(

千
九
百
十
三
年
四
月)

左
の
如
し
。

r
r

ン
ソ
ル
公
債
は(

二
分
五
厘
丨
七
十
三
碌
四
分
の 

三)

三
分
三
皿
ぇ
擎 

.，，

地
方
偾
は(

三
分
丨
八
十
五
磅)

一
ニ
分
五
厘
三
€

倍
以
下
^
る
す
か
ら
^
る
な
6

°

,

,然
し
乍
ら
鐵
道
買
收
に
關
し
て
»

一

 
八
四
四
年
の
條 

M
あ
つ
て
政
府
於
該
條
令
の
發
布
以
後
に
建
設
せ
ら
れ 

fc
る
鐵
道
を
質
收
す
る
場
合
に
は
、
最
近
三
箇
年
間
の 

平
均
純
益
のJ1

十
五
倍
に
相
當
す
る
價
格
を
以V
1上 

.

ぐ
可
き
こ
と
を
規
定
せ6
。
か
'く
の
如
く
北
の
條
令
發 

布
後
の
鐵
道
に
對
し
て
は
规
定
の
存
す
る
あ
るS
、：
條 

例
發
布
前
の
鐡
道
に
對
し
て
は
買
收
の
權'な
き
？
の

な
. 

れ
ば
、.
若
し
賈
收
す
と
す
れ
ば
條
例
後
の
鐡
道
と
同
一 

條
件
の
下
に
之
を
實
行
せ
次
る
可
か
ら
岁
。
玆
に
謂
ふ 

純
益
と
は
實
際
IC
BL
當
せ
ら
れ
^
る
刺
激
ょ
6
7̂
幾

分
-
 

大
な
る
？
の
を
意
味
す
。
さ
れ
ば
實
際
の
酤
當
額

一

千

、一
 

七
百
十
萬
膀
のi1

十
五
倍
卽
四
僚1

1千
七
西
五
十
萬
碌 

»

に
て
ゆ
寧
ろ
低
價
に
失
せ
ふ
の.遨
理
な
6
0.
而
し
て
實 

際
酣
當
利
®
に
對
し
て
幾
何
を
加
ふ
べ
き
や
は

|

槪
に
'

言
ふ

t

と
能
は
次
る
？
、
之U

&
分
の
五
を
加
へ
な
ばj  

.

或
は
價
格
評
定
宫
の
評
價
と

'
j

致
す
5 '

な
ら
ん
か.
:°.
,

國
偾

.

此
等
の
鐵
道
公
偾
をn\

X
ル
公
債
の
賈
贷 

a 

i同1

の
價
格
を
以
て
發
行
す
名：tと
能
は
^
る
^
勿

,

鞭

' .
,

錄

.

,

:

.

愛
蘭
土
地
公
債
は(

一|

分
七
厘
五
毛—

七
十 
一
0
0 

分
の
三)

三
分
七
厘
ニ
毛
：

口
ン
y

ル
公
偾
は
纘
々
償
還
せ
ち

4

つ
、
あ
6

、
又
愛 

蘭
土
地
债
は
現
に
發
行.*
に
係
る
$
の
な
れ
ば
、
此
の 

.ニ
者
の
間
に
大
な
る
相
違
あ
る
は
免
れ
岁
。
今
政
府
に 

し
て
多
額
の
公
債
を
募
集
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、*
ii
-t 

地
公
債
よ
6
名
&
好
の
價
格
を
望
ひ
可
か
ら
岁
、
殊
に 

應
募
者
於
常
に
1
1
1分
七
厘
五
毛
よ
6
四
分
の
利
廻
に
相 

當
し
而
か
名
磘
實
な
る
鐡
道
社
傲
の
所
有
者
な
る
に
於 

<
を
や
。.
蓋
ん
公
債
の
市
價
を
しy

額
面
に
近
か
ら
し 

む
.る
は
.：
，
：
最

善

の

所

置

な

4
と
爾
か
可
く
、
從
つ
て̂

. 

稱
利
率
は
$

し

く

三

分

七

：
厘

五

毛

と

せ

^

る

可

や

ら 

t

:

此
の
•前
提
の
下
に
政
府
は
次
の
.如
き
公
僂
を
發
行 

す
る
エ
と
を
要
す
；0
，つ
；

-
.
r

:

'

:

 
.

.

-

 

I

 

i

 

七
 

\



立

普

通

株

に

對

し

V
、

»

僚

四

千

六

百

葛

#

"

.(

額

面

價

ゾ

糌

に

て

)
：

-

ベ

.

'.
‘ 

■ 

■

,

...社

傲

強

.

.

.業

株

.に

對

し

■ <
■

V 

,四

億

七

百

离

勝

(

現

 

,

在

の

利

率

叉

は

配

當

率

に

て

)

 

- 

'

合

計

：‘ 

'
十

1
.

億

五

千

萬

磅

：

若

し

是

ょ

6

以

下

の

公

稱

利

串

に

て

發

行

せ

ん

と

ず

 

る

各

，、

事

實

何

等

得

る

所

な

か

る

可

し

。

加

之

>
■:
.•■「

定

 

.の

期

間

偕

#

を

爲

さ

次

る

保

® .
な

く

て

は

市

場

は

於

〜

 

る

公

倩

を

引

受

け

次

る

可

し
.0
現

在

の

社

債

所

有

者

は

 

多

ぐ

の

場

合

に

於

て

其

の

社

偾

於

甚

し

く
額

面

以

下

な 

る

の

事

實

i

、

又

他

の

場

合

に

於

<

は

不

償

還

な

る

と

 

に

依

つ

て

實

際

±

此

の

植

の

保

識

を

有

せ

6

0

.
兎

に

角

 

.吾

人

は

此

新

公

偾

を

以

て

'ニ

十

年

間

据

置

の

名

の

と

假

 

定

し

て

吾

人

の

研

究

を

試

み

ん

i

欲

す

。

:.
.

::
’減

. #
基

舍

次

u

來

る

べ

き

は

公

偾

償

還

の

問

題

な

 

6

。

會

社

の

營

業

方

針

の

如

何

に

拘

は

ら

卞

鐵

遒

财

將

 

來

永

久

に

其

の

價

値

^ '
維

持

す

ゐ

名

の

と

假

.定

す

る

は

 

政

府

に

取

っ

< ,
有

利

な

る

考

へ

に

あ

ら

^

る

べ

し

。

他
 

©

發

明

品

の

如

く

鐵

道

名

亦

新

し

き

發

明

の

左

右

す

る

所
把
ヶ
。：

鐡
道
の
永
久
的
償
値
は
單
に
鐡
道
敷
地
の
使

. 

用
權
ば
存
す
る
の
み
。
而
名
其
敷
地
％
非
常
.の
高
價
に 

ズ
賈
入
れ
ら
れ*

るU

名
枸
は
ら̂

、
敷
地
の
價
，格
は 

僅
：

S

に
現
在
鐵
道
财
產
のT

少
部
^ 1
tc
M

ぎ

^

。

加

之 

敷
地
の
使
用
權g

絕

へ

卞

他/)
地

上

及

空

中

交

通

機

關
 

の
競
爭
を
受
け
、
其
の
將
來e

測

ろ

知

る

ベ

於

ら

^

る 

程

な6

。

以

上

の
a

由

ょ6

し

て

千

分

の

一

一

十

五

位

の 

「

少
減
偾
基
金
を
積
立
つ
る
こ
と
は
必
要
缺
く
べ
か
ら 

次
る
事
な
る'
料

如

し.0
若

し

此

基

金

を

有

す

れ

ば

八

十
 

年
に
し
て
全
部
を
償
還
し
終
る
こ
と
を
得
ベ
し
。

如
上
の
計
算
に
し
て
大
略
誤6
な
し
と
せ
ば
、
政
府 

g
 
ニ
分
七
厘
五
毛
利
付
、
ニ
十
箇
年
掘fa
、
ニ
厘
五
毛 

の
減
債
基
金
の
三
條
件
の
下
に
少
く0
十

一

僚
五
千
萬 

勝
の
&
債
^
發
任
せ
^
ふ
可
か
ら
^
。
故
に
是
ょ
6
生 

ず
る
.政
府
の
負
擔
は
刺
子
及
減
偾
基
金
の
積
立
を
加
算 

し
て
年
約
四
千
六
百
萬
磅
と
な
る
可
し
。
而
しV
&
今 

日
の
鐵
道
純
收
入
と
略i
相

一

致

す

.。

論

者

の

多

ぐ

は
 

'國
家
の
信
用
を
利
用
しy

鐡
道
國
有
に
基
く
政
府
の
負 

擔
を
大
に
輕
減
す
るt

i
を
得
^
し
と
狄
聽
す
^
ど
、
.

|

.

119

任
細
に
*
察
ず
れ
ば
鐵
道
會
社
の
財
產
を
沒
收
す
る
に 

ぃ
非
ダ
れ
ば
未
浓
は
知
ら
す
、
卽
座

u

は
決
し
て
國
庫
の 

h

貧
擔
を
大
に
輕
減
す
る
こ
と
能
は
^
る
は
明
白
の
事
な 

タ
。

.5
1
:吾
人
0:
計
算
は
現
骑
に
於
け
る
各
鐡
道
會
社
の 

實
收
を
基
礎i

せ
る̂

P

の
な
る
5 :
:

以
<
、
會
社
資
本
浪 

:
水
の
有
無
の
間
題
と
は
何
等
の
關
係
な
き
己
と
を
記
憶 

す
る
を
要
す
。

 

I  

,:

鐵

道

の

國

有

は

近

ぎ

將

來

に

於

て

公

債

の

利

..

.
^
竝

に 

.

減
偾
基
金
の
支
出
以
外
に
論
^
る
に
足
る
可
き
剩
餘
を 

.

生
申
る
亡
と
ぁ
ら
次
る
耵
く
、，
從
つ
て
賃
銀
又
は
運
賃

j

 

S

値
卜

.

或
は
叉
鐵
道
從
業
員
の
#
:
遇
改
善
を
實
行
す
る 

0
.
0

i
 &

る
可
け
れ
ば
、
：織
道
阈
有
を
熱
心
に
主
唱 

せ.

る
者
を
し
て
失
®
ぜ
し
む
る
に
至
る
な
ら
ん
と
思
は 

る

o

,

然
れ
共
是
等
の
問
題
は
今
此®

に
論
す
る

限
o

に 

非
ず
し
て
、
吾
人
の
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
は
以
上
の
價 

播

:l
r
以
<
鐵
道
を
貿
收
し
て
可
な
る
や
杏^

に
在
6
。
 

\

 

此
.は
固
ょ
6
多
少
企
業
の
變
遷
卽
ち
英
國
の
經
濟
的
發 

;展
.の
如
何
に
依
る
々
の
な
，

雖
名
、
叉
貨
幣
膦
貿
カ 

:

の
變
勤

I

⑴
1

般

物

懷

馨

低

及

汝
(2
)

1

般
¥

率

の
,

高

下

如

何

!/
：

.
依

る

こ

と

叉

1

曆

大

な

6

と

す

。

:
1

般

物

價

の

高

低

は

鐡

道

營

業

の

讓

渡

に

就

て

は

直

 

接

影

響

を

及

ぼ

す

こ

i

な

き

^P
、

.
若

し

吾

人

の

假

定

せ

 

.
る

&

如

く

政

府

が

減

偾

基

金

を

設

く

る

i

せ

ば

、

鐵

道

 

公

債

の

年

賦

償

還

と

，は

大

な

.る

關

係

を

有

す

可

し

。

卽

 

ち

長

斯

間

物

價

が

漸

次

に

騰

貴

し

y

J t
i

^

と

す

れ

ば

. 

公

僙

は

今

日

ょ

6

名

價

値

の

低

き

通

貨

を

以

V

辨

濟

せ

 

ら

.る

、

鋒

と

な

6

、

國

民

' «
從

つ

て

鐵

道

賈

收

に

依

ぅ

 

て

利

益

を

得

る

事

と

な

る

名

、

物

價

下

落

ず

.る

塒

»

是

 

に

反

す

る

の

結

果

を

來

す

可

し

。

然

し

乍

ら

此

の

結

果

 

は

假

令

豫

測

し

得

る

名

年

®

償

還

額

は

僅

か

に

申

㈣

の
 

十

五

分

の

一

に

過

ぎ

^

れ

ば

さ

ま

で

重

袈

視

す

る

程

の

 

%

の

に

非

^

。

更

に

是

ょ

重

大

U

し

て

鐵

道

國

有

 

-
.の

成

敗

0 -
'

繫

る

所

の

名

の

.は

、

I

般

利

率

の

高

低

.
に

在

 

6
.
0是
れ
利
率
の
高
低
ば
收
入
放.に

支

出

の

兩

方

¥

に 

影
響
を
及
ぼ
す
を
以V

な
6
0
,

吾

人

.は

是

等

の

影

#

如

何

を

論

^

る

に

先

ち

}
:

般

利

 

率

を

.左

右

ず

る

の

：原

因

を

馓

單

に

*

ぶ

可

し

.
。

其

の

®

 

名

童

舉

な

石

名

の

也

⑴

傲

主

に

依

つ

y

提

供

せ

為

朴

亿



、M

雜

錄 '

12
a

S

0

S

M

,
(2

)

一
 

般
物
價
の
高
低
及
びg

資
本
に 

對
す
る
需
要.

と
#

給
i

の
割
<

ロ.

の
，ー

1

一な

九

今
此
m
'

一一

」 

.の.

旗
因
に
：依
つ
て
利.

率
财
上
騰
せ6

/

す
れ
ば
、
是
^
: 

1

般
商
エ
業
奴
世
界
を
通
匕
て
繁
榮
に
赴
荦
把
る
の
兆 

に
し
て
、
か
、
る
際
に
は
資
本
主
は
資
本
！/
對
ん
て
大 

な
る
報
酬&

得
^

の
赌
な
り
。
さ
れ
ど
、
利
率
が
投
資 

の
不
安
の
爲
め(C
騰
貴
せ
6

と
せ
ば
、：

全
く
其
趣
き
を 

異
に
す
可
し
。
而
し
て
貨
幣
價
値
の
下
落
卽
V

物
價
.の 

:'
■

騰
貴
ょ
6

來
る
利
率
の|1
貴
は
利
潤
の
僧
加
を
誘
致
す 

.

可
け
れ
ど
、
其
增
如
は
多
少
物
價
の
騰
貴
に
依
り
て
相 

殺
せ
ら
る
、
洛
の

な

す。

•
_

故
に
若
し
鐡
道
國
有
後
資
本
に
對
す
る
需
要
增
加
の 

允
め
、
市
場
利
率
が
騰
貴
し
杧
ヶ
と
す
れ
ば
、
此
の
一 

般
の
好
景
氟
は
鐵
道
ダ
亦̂

其

の

恩®:
に

浴

す

る

こ

と
 

ii
な
，る
。
卽
ち
鐵
道
の
利
潤
は
增
加
ず
る
ー
方
に
て
、

:

鐵
遒
材
料
の
價
格
に
は
變
動
な
き̂
：

g

支

出

は

^

ま

で 

:

堺
加
せ
す
、
勞
龈
は
假
令
幾
分
の
騰
貴
を
免
れ
次
る
ぢ 

未
だ
增
加
し
^

る
全
收
入
を
奪
ひ
去
る
に.至
ら
す
。

/ P 

か
る
場<c«li

於
け
る
鐵
道
國
有
は
政
府
に
取
つ

v

大
な

' _ 

' 

1 

3
1
0

る
刺
益
と
な
る
可
し"
然
し
乍
ら一

般
事
業
が
活
織
に 

赴
き
女
る
爲
め
fc
市
場
利
#
於
下
落
し
欠
る#
は
是
i
 

反
對
の
結
果
を
來
す
可
し
。
是
等
市
場
利
率
の
變
動
よ 

一.
6
來
る
結
舉
は
、、
會
社
の
場
合

y

於
て
は
普
通
株
主
の 

負
檐
す
る
所
と
な
るRp、

W
有
鐵
道
の
-場
合
に
於y

は 

其
め
會
計
は
.全
く
公
懷
に
依
る
を
以V

其
の
純
收
入
の 

大
小
は
殊
に
此
種
の
變
動
に
依6
て
左
右
せ
ら
る
乙
と 

，
甚

だ

し。

■

若
し
叉
市
場
利
率
の
騰
貴
於
企
業
のf

に
伴
ふ
賛 

I

本
に
對
す
る
需
要
の
增
加
に
基
く
に
非
梦
し
て
、
單
に 

金
.の
'«
格
の
下
落
に
在
6

と
す
れ
ぱ
、
鐡
道
使
用
品
の 

騰
貴
よ
6
しV

諸
經
費
は
僧
加
し
、
，
殊
に
生̂

^
の
，增 

加
は
從
業
員
に
對
し
て
賃
銀
增
加
請
求
の

一

好
ロ
實
を 

與
ふ
る
に
至
る
可
き
を
以

V
、

運
輸
の
增
加
よ
ろ
生
梦 

る
刺
益
の
增
加
の一

部
は
消
滅
す
る
に
至
る
可
し
。
然 

一.
名
鐵
道
公
債
の
利
率
は

一

定
せ
る
を
以
て
利
子
支
狒
の
一 

爲
め
に
は
從
前
よ
6
多
く
の
支
出
を
要
せ
岁
、
從
つ
て 

画
«
鐵
道
は
多
少
の
純
溢
を
生
チ
る
に
至
る
可
し
。
而 

し
て
此
政
府
の
得
る
純
益
は
卽
ち
鐵
道
公
債
所
有
者
の

I
j
!I

I
ち

1

I

I

失
夯
所
，に
外
な
ら
ぎ
ふ
な6

。

然

る

に

若

し

金

の

®.
格 

騰
貴
し
市
場
利
率
财
其
の
理
由
ょ6.

下
落
す
る
£
せ
ば 

公
偾
所
有
者
は
利
益
を
得
、
政
府
は
從
つ
て
損
失
を
冤 

れ
梦
、
加
ふ
る
に
政
府
は
更
に
運
輸
の
減
退
に
由
6

て 

‘其
鐵
道
收
入
を
減
少
せ
ら
る
、
に
至
る
。
物
價
下
落
は 

:

債
券
所

i

r

有
利
に
し
て
、
物
價
騰
貴
は
株
式
所
有 

者
に
有
利
な
る
こ
と
は
世
人
の
熟
知
せ
る
所
に
し
ズ
吾 

A

の
玆
に
«
々
す
る
の
要
な
か
る
可
し
。

,
元
來
市
場
利
率
を
騰
貴
せ
し
む
る
所
の
？
の
は
高

S

 

，物
價
r
非
^
し
て
^
貴̂
し
つ
、
fe
る
物
價
な
6
と
す
。 

旣
に
.最
近
十
餘
年
物
價
の
騰
貴
は
止
ま
ず
、
.現
今
$
尙 

®.
騰
貴
し
つ
、
あ
る
を
以
て
、
物
價
於
依
然
と
し
て
騰 

貴
す
る
の
み
な
ら̂

、
.從
前
ょ
~
は̂
高
き
率
を
以
，て1
 

貴
ず
る
に
非
^
れ
.ば
、
.利
#

、

S

騰
貴
す
る
と
な
か
^
可 

し
、
之
に
反
し
て
物
價
下
落
し
べ
始
め
て
利
率
於
下
落 

す
る
に
非
岁
。
利
率
は
物
價
於
縢
落
せ
#
し
て
保
合
は 

t
下

落

す

る

に

至

る

可

し

。

故

に

將

來

物

價

似

益

.々

騰 

貴
しy

市
場
の
金
利
於
夫
れ
於
爲
に
愈
々
騰
貴
する

沢 

细
き
t
あ
ら
^
る
可
し
と
田'

5.

は
る
。
赖
1

プ
ィ
ツ
シf

j

:

敎
授
は
物
價
の
將
來
を
拚
究
し

V
物

價

縢

赏

は

做

®

雛
 

纘
す
可
し
と
の
斷
案
を
下
し
、
之
に
對
し
て
頗
る
有
力 

な
る
論
證
を
與
へ
ら
れ
杧
る
名
、
同
敎
授
ス
雛
？
尙® 

且
つ
最
近
數
年
間
に
於
け
る
程
度
以
上
に
物
價
炉
將
來 

騰
貴
す
可
し
と
斷
言
す
る
を
避
け
ら
る
、
も

の

、
如
し 

物
價
變
動
の
影
*

^
離
れ
て
、

«
本
に
對
す
る
眞
の 

需
要
と
其
の
所
請
茈
礴
利
率
に
對
す
る
影
響
を
豫
見
す 

る
乙
と
は
殆
ん
と
不
可
能
事
に
屬
す
。
現
今
新
鼷
を
.開 

概
す
る
，に
要
す
る
資
本
の
需
要
は
莫
大
に
し
て
、
有
名 

の
菩
財
11
|
な
る
英
佛
の
資
カ
を
以
て
し

V
?

做
®

^
ら 

梦
。
ニ
三
0
論
者(

ホ
ブ
ソ
シ
氏
％
其

の1

人
な
る
似y 

の
«

に
據
れ
ば
、
新
開
國
に
於
<
鐵
道
の
如
き
企
業
に 

注
人
せ
ら
る
、
莫
大
の
資
本
は
、
今
日
に
於
て
は
其
利 

迥
僅
少
な
る
ぢ
、
將
來
は
多
額
の
原
料
品
を
產
出
す
石
. 

に
至
る
運
侖
を
有
す
る
を
以
て
現
滕
に
於
け
る
茈
常
利 

率
は
之 

'が
篇
め
に
胄
申
を
保<
る
な
6
と
。
兎
に
角
、
. 

資
本
に
對
す
る
需
要
衰
ふ.るM

乇
够
恐
ら
-く

無

か

：石

可 

し
。
大
體
に
於
て
是
等
ー

一

筒
の
原
因
卽
ち
資
本
に
對
す 

る
需
要
么
金
0.
價
格
0
變
動
之
は
、
鐵
道
貿
收
を
行»



.雜

12
2

ん
と
す
る
政
府
に
取
つ
て
は
，
®
ら
く
多
^
不
利
の
結
果 

を
持
來
す
可
し
.0
今
日
の
如
く
社
債
鼓
に
一
定
刺#
の
. 

株
^
等
の
®

於
額
面
價
格
以
下
に
あ
が
塬
は
、
鐵
遒 

賈
收
に
は
‘一

見
好
個
の
^

#E

な
名
か
の
如
く
な
る
.名
仔 

細
に
觀
察
す
る
槠
は
其
の
否
ら
次
る
乙
と
上
に
述
ぶ
る 

.

奴
如
し
。
'

：
'

■
' 

ゾ

■
:

、
 

上
に
述
べ
杧
る
ニ
大
原
因
は
其
脖
々
の.事
情
に
侬
6
 

或
呔
政
府
に
利
溢
を
與
ベ
或
は
叉
損
害
を
齋
す
こ
と
あ 

:

る
可
じ
'
?然

れ

ど

洛

尙

ほ

乙

、

に

偏

務

的

の

性

質

を

有
 

ぃ

，
す

他

の

原

因

あ

6
。

其

の

一

は

償

、
還

の

條

件

に

在

6
0 

' 

口

シ

ゾ

ル

！
^

の

如

き

ニ

三

の

公

僙

は

額

面

價

格

を

以
 

y

何
脖
に
て
^p 

(
： l

九
ニ
三
年
以
後)

償
還
す
る
こ
と
一 

.
:を
得
る
？
、
所
有
者
は
其
償
還
を
請
求
す
る
の
權
利
を 

有
せ
茨
ゐ
5:
6
。
此
の
偏
務
的
の
性
質
は
固
ょ
ふ
政
府.

. 

を
益
す
各
^P

の
^
る
な
6
。
是
れ
政
府
は
個
人
に
比
す 

れ
ば
長
喩U

しV

遠
大
.の
注
意
を
拂
ふ
を
以
て
な6

0

一
 

「

然
し
乍
ら
此
種
の
公
債
は
近
來
其
寶
ロ
&
し
か
ら
梦
し 

;■
:

;

<、
投
資
者
は
寧
ろ一

定
胂
期
に
於y

償
還
せ
ら
る
可 

奄

公
'*
社
债
等
を
歡
迎
す
る
に
至6
tt
6
。：

若
し
上
論

.

.

r
s

の
®

く
英
國
鐵
道
公
債
に
し
て
償
還
せ
ら
恙
べ
き§

.

の
名
.の
，な
ら
ば
、
政
府
の
喪
求
す
る
最
有
利
な
る
•條
件.

■ 

は「

一1

o—

八
〇
偾
券」

卽
八
十
年
後
に
全
部
償
還
せ
ら 

る
べ
く
且1

i

十
钜
後
に
は
任
意
償
還
を
な
す
乙
と
を
得• 

\

る
の
債
券
と
な
す
に
あ
る
可
しi
思
は
る
。
若
し
公
偾 

|

於
約
額
面
價
格
に
て
發
行
せ
ら
る
と
す
れ
ば
ニ
十
年
後 

に
於
て
政
府
は
公
偾
の
：下
落
の
爲
め
に
償
還
の
際
刺
益 

を
得
るU

至
る
や
名
測
ら
れ̂

^
ど
名
、
こ
ft
近
き
將 

來
に
於
.て

何

等

の

影

響

を

來

す

名

の

に

非

?'
る

は

勿̂

今
一
の
偏
務
的
の
事
情
は
外
國
役
資
胗
漸
次
確
實
に 

な
6

つ
、
あ
る
の
一
事
：に
存
す
。
現
今
外
國
債

Q

利
廻 

は
內
國
債
の
利
廻
ょ
い1
尚
率
な
る
财
此
爾
者
の
間
に 

於

け

る

等

差

は

：到

底

內

國

债

が

外

H
債
ょ
.
6
$確
實
な
- 

る 
の
一
事
を
以
て
證
明
す
るM

i
を

得

^

る

の

程

度

を
 

保
て
6
。
要
す
る
にn

ン
ゾ
ル
公
債
於
七
十
四
綠
前
後 

と
云
糸
法
外
な
る
高
償
を
維
持
せ
る
は
多
少
流
行i
ii 

情
上
么
6
來
れ
る
結
果
に
外
な
ら
玄
。
故
に
是
等
の
非 

猶
濟
的
の
原
因
於
漸
次
消
滅
す
る
，

u

從
つ
て
、.
外
8

«

I
I

i

1

IU

I

1

I

13

の
價
格
は
漸
次
騰
貴
し
內
國
偾

(

鐡
道
债
を
名
含
ひ
}
の 

價
格
は
下
.

る
に
至
る
可
し
。
さ4

ば
假
令
一
般
利

率
が
下
落
し
從
つ
て
有
價
證
券'S
H I

貴
す
る
の
傾
向
を 

有
ず
る
に
至
る̂P

、

英
國
公
偾
其
物
の
市
價
は
如
上
の 

理
# ,

の
爲
め
に
騰
貴
す
ふ
こ
と
な
が
る
可
く
、
爲
め
に 

政
，府
诚
其
の
償
還
の
權
利
を
行
使
す
る
の
機
會
を
得
ぎ 

る
：に
至>

0

や
名
測
る
べ
か
ら̂

0 

.

か'
く
の
如
く
論
匕
來
れ
ば
鐵
道
亂
葆
は
經
濟
的

U

有 

利
な
ヶ
と
云̂

の
意
見U

#

同
ず
る
乙
と
能
ば
ず。

4

 

く
言
へ
，
とV

吾
人
は
富
裕
に
し
て
進
步̂

な
る
と̂' 

國
民
の
如
く
し
て
若
し
其
の
希1

す
る
所
な
ら
ば
鐵
邋 

國

有

を

名

斷

行

し

，
且

つ

其

事

業

に

成

孰

ず

る

t 
i

難
が 

る
苽
し
と
論
せ
んA

欲
す
る
者u

あ
ら
少
。
：
如
何
と
な 

れ
ば
凡
て
の
引
受
事
業
の
將
來
を
し
ズ
有
邋
な
ら
し
む 

る.1

個
の
潜
在
的
原
因
の
存
す
，ゐ
ぁ
れ« '

な
6

。
此
原 

因
と
は
何
ぞ
や
。

.

0

く
、
投
資
家
於
將
來
に
於
け
る

f

 

國.

の
經
濟
的
進
步
ょ6

來
る
1
职
き
事
業
0 '
.利
益
ゎ
完
全 

に
^
®
じ
て
訃
算
を
立
つ
る
こ
と
な
き
の
事
實
卽
ち
是 

れ
，！

ib
y

、

此
事
杧
る
や
熱
心
な
る
鐵
遨
國
有
論
者
於

無
意
識
に
感
知
せ
る
所
に
係̂

?

の

な

る

可

し

.。

實

に 

英
國
人
口
の
增
加
及
戊
繁
榮
於
將
來
繼
纘
す
る
限
6

、

.

1

0

®
#'
の
增
卯
は
®

0
て
鐵
遨
の
價
格
を
？
增
加
し 

j 

相
當
の
價
格
に
於
て
鐵
道
を«
收
せ
6
1C
せ
ば
、 

將
來
鐡
道
財
產
の
聛
價
は
賈
收
價
格
以
上
，に

上

れ

る

を.. 

發
見
す
る
に
至
る
可
し
。
然
し
乍
ら
鐵
道11
有

の

心

粹• 

者
ft
か
く
の
如
き
遠
大
の
利
益
を
念
頭
に
置
げ
る
に
非 

.

ず
。
彼
等
は(

一)

w
魯
士
に
於
け
る&

如
く
鐵
邋
の
收 

益
.於
大
に
國
家
の
收
入
を
增
加
し
、

(

ニ )

民
營
會
社
の 

滕
代
上
6

?
運
賃
を
低
廉
に
な
し
、
叉
は

(

，三)

鐵
道
從 

業
員
に
對
す
る
待
避
を
敗
善
す
る
こ
と
を
得
可
し
と
思 

'1
し
、
艰
令
卽
滕
に
之
を
實
行
す
る̂
と
能
は
次
る
$
 

j

近
き
將
來
に
於
て
之
を
實
現
ず
る
乙
と
を
得
可
し
と
信 

一

せ

-
^
。

若

し

果

し

て

然

6
と
す
れ
ば
彼
等
の
希
望
の*

,
琪

せ

ら-|
>
、

の

機

會

の

生

す

る

乙

と

は

絕

體

的

に

な

か
 

一
る
可
し
と
云
は
^
る
可
&
ら
梦
？ 

' 

、

.
尙
.ほ
參
考
と
し.て
何
等
の
批
評
を
加
，
‘へ
ず
し
て
英
_
鐵
道
の
祺
業
成
續 

の
統
計
を
犮
亿
费
さ
ん
、，11
1
し
英
1;
.の
徼
氣
紙
計
は
頗
る
不
党
全
亿
し 

て
殊
に
贳
物
述
忿
に
於
て
然
リ.と
.な
す
ー
次
の
.統
計
辟
政
府
の
報
吿#
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本
書
の
著
者
キ
ィ
ン
ス
氏
舣
印
度
の
通
货
問
題
疒!! 

富
な
る
知
識
を
織
す
る
は
、
兩
三̂

^
 

2
 

n 

ノ
ミ
ツ 

ダ
、

ジ
ヨ
ー
ナ
ル」

に
§

し
杧
る
三
四
の
論
文
に
徵 

す
る
ぢ
、.及
氏
炉
本
年
組
織
せ
ら
れ
允
る
印
度
金
融« 

貲
問
題
調
査
委
員
食
の
一
員
允
る
事
實
に
據
るg
、'
明 

な
，t

本
書
は
右
委
員
に
任
命
せ
ら
る
、
以
前
に
執
犖 

し
*
る
名
の
、
由
な
る
於
、
金
編
の
結
構
は
金
爲
替
本 

通
制
の
性
質
、
.其
印
度
に
於
け
る
運
用
の
狀
況
を
論
述 

す
る
を
主
眼
と
し
、
之
に
前
後
六
章
を
!
£
し
編
末
ニ
章

を
印
度
の
銀
行
事
情
禅
に
金
利
步
合
の
矶
殳U

1
し
*

6

.

0

'

,

.

金
爲
替
本
位
制
は
夙
に
印
度
に
行
は
れ
、
叉
印
度
の 

實
例
を
模
倣
し.

'て
ヽ
，
癀

く

他

の

諸

國

に

行

ば

る

、

に

至 

み
、
今
や
從
來
銀
貨
本
位
制
を
採
用
し
允
る
國
'が
貨
幣

S

I

«

.

125

制
度
を
改
革
す
る
に
當6
、
金
貨
を
實
際
に
流
通
せ
し 

o
る
こ
と
を
希
!a
せ
^

、
又
之
を
利
益
と
せ
S '
'

る

場

合 

に
、
此
制
度
に
據
る
を
以
て
、
殆
ど
唯
一
の
道
と
す
る 

の
觀
あ
6

0
印
度
の
如
き
往
年
此
制
度
の
下
に
於
て
.、 

金
貨
を
流
通
す
る
こ
と
を
計*
し
、
其
成
効
を
傅
す
る 

能
は
^

6
し
と
*
名
、
外
國
に
金
貨
又
は
金
貨
を
取
立 

て
得
る
儘
權
を
所
有
し
て
、
之
を
貨
幣
制
度
運
用
の
方 

便
に
利
用
す
る
と
共
に
、.'爲
截
相
場
を
左
右
しV

、
.以 

て

國

際

贷

借

を

決

濟

す

る

の

，
手

段

と

す

。

故

に

印

度

に
 

於
て
は
銀
货
を
重
要
な
る
通
貨
と
し
、
ルt
ピ
ー
叙
貨 

は
定
位
貨
幣
な
る
に
拘
は
ら̂

之
，1
4無
制
限
法
貨
の
資
. 

格
を
付
與
し
金
に
對
す
る
ル'
i
ピ
ー
銀
貨
め
價
格
を
維 

持
す
る
爲
め
に
政
府1C
於
て
將
殊
の
方
®
を
行
ふ
名
の 

i
す
。
此
方
策
を
行
ふ
方
便
と
し
て
二
種
の
準
備
金
あ 

6
。

一
 

は
喪
求
次
第
、
地
方
御
通
貨
を
鼷
際
的
通
貨
に 

兌
換
ず
る
名
の
に
し
て
、
他
は
國
際
的
通
貨
を
地
方
的 

通
貨
に
兌
換
す
る̂

の
是
れ
な
6
0 

:

此
準
備
金
の
運
用 

:

最
S
巧
に
行
は
れ
て
、
價
格
の
尺
度̂

る
貨
幣
i
交
換 

の
媒
介
物
杧
る
貨
幣
と
相
分
離
し
杧
る«
貨
制
度
，の

存
'

,

1

灘 

'

立
を
全
ぅ
す
る
を
得
る
名
の
に
し<

、

此

點

に

就

て

.
は 

本
書
の
第
六
章
は
最
名
精
密
な
る
研
究
を
試
み
^

6

。 

唯
貿
易
上
其
他
の
關
係
ょ
纟
、
國
際
贷
偕
の
勢
が
自
國 

に
不
利
と
爲6

、
加
ふ
.る
に
此
逆
勢
の
繼
續
す
る
場
合 

に
、
金
爲
替
本
位
國
は
能
く
之
に
堪
ゆ
る
を
得
る
や
杏 

や
。
印
度
は
千
九
百
七
年
ょ6

同
八
年
に
至
る
間
に
於 

て
、
實
際
に
此
問
題
に.

逢
著
し
、
而
し
て
此
際
に
ヽ
處 

し
杧
る
方
法
に
就<

は
、
キ
ィ
ン
ス
氏
はf t

に

f  

H
.II  

ノ
ミ
ツ
グ
、
ジ
ヨI

ナ
ル
ー
に
於
ズ
論
評
し
允
る
乙
と 

あ
る
が
、(

同
雜
誌
千
九
百
九
年
三
月

)

本
書
に
於
て 

?

亦
此
問
題
に
接
觸
し̂

6

0

之
に
#
す
る
キ
ィ
ン
ス 

氏
の
斷
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